
沖縄県での設置実績で培った塩害塗装仕様を実現！

耐超塩害塗装
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各エアコンメーカーの室外ユニット、チラーユニット、冷凍機対 象

概 要

特 長

海岸近くの施設、離島などに設置する室外ユニットの潮風による塩害対策
として、特に潮風の影響を受けやすい外装部の膜厚をメーカー耐塩害仕様
の２倍以上にすることで従来品よりも延命を図ることが可能です。

①外板、底板には沖縄塗装(沖縄県の塗装業者)並みの150μｍ以上の塗装
膜厚。 (ビニルエステル樹脂塗料グレー＋ポリウレタン樹脂塗料) 

②フィン、銅管には高耐候性のフッ素樹脂塗料を採用。 

◎:効果有り、○:標準品より良い(但し、経年にて銅管部変色有り)

適用箇所

耐超塩害塗装とは

離 島 海岸沿いホテル、旅館、建物

化学工場 温泉ホテル、旅館、建物

◎ ◎

○ ○
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塗装外観

使用塗料の特長

ビニルエステル樹脂塗料グレー＋ポリウレタン樹脂塗料

〔ビニルエステル樹脂塗料グレー〕
本塗料は厚塗り塗装が可能で、耐水性、耐塩水性、耐薬品性
に優れているビニルエステル樹脂塗料（下塗り）を使用して
おります。

〔ポリウレタン樹脂塗料〕
本塗料は耐候性の優れたポリウレタン樹脂塗料（上塗り）を
使用しております。なお、こちらの塗料はご指定の色、艶に対応
が可能です。

①外板・底板部使用塗料

フッ素樹脂塗料

〔フッ素樹脂塗料〕
本塗料は高耐候性を有し、長時間曝露による塗膜劣化は
小さく、他の樹脂塗料よりも優れております。また、耐中性
塩水噴霧性が優れており、塩害環境においても優れた塗
膜物性を示します。     

②フィン部・銅管部使用塗料

塗装後 塗装前

塗装後 塗装前
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塗装工程と仕様について

耐超塩害塗装　作業工程

本体（熱交換器）

パネル、柱等

モーター・制御箱・素地部品

No.

【A】

【B】

【C】

【D】

塗料種類

アクリル系防錆塗料

フッ素樹脂塗料（クリア）

ビニルエステル樹脂塗料（グレー）

ポリウレタン樹脂塗料（標準色又は指定色）

入荷・開梱

本体底塗装
【C】

本体底塗装
【D】

分解

マスキング

マスキング

マスキング

一次塗装
【A】

二次塗装
【B】

脱脂

脱脂

一次塗装
【C】

二次塗装
【D】

一次塗装
【A】

二次塗装
【B】

組立下処理

完成品
検査

梱包

入荷・開梱 本体底塗装 本体分解 本体マスキング

本体一次塗装 本体二次塗装 パネル脱脂 パネル塗装

モーター塗装 制御ボックス塗装 組立 梱包・完成
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塗装仕様

（注1）オールアルミ製の熱交換器は塗装無しとなります。
（注2）フィンにコーティング処理が行われている場合、塗装無しとなります。
（注3）モーターフレーム部が樹脂製の物は塗装無しとなります。

※仕様は品質改良の為、予告なしに変更することがあります。
※表中の「〇」はメーカー標準、「●」は当社処理
※詳しい仕様は塗装仕様書をご参照ください。

■室外ユニット 弊社では防食塗装、重防食塗装をご用意しております。

部品名 標準 防食 重防食 耐超塩 表面処理

ベース

パネル

ガード、羽根
内部部品（注3）

（モーター、銅配管等）

熱交換器(注１)(注２)

（ヘッダー、Ｕベンド含む）

プリント基板

パネル固定ネジ､
ボルト

メーカー標準
外面：メーカー標準
内面：アクリル系防錆塗装（クリア）1回 ＋ フッ素樹脂塗装（クリア）1回
外面：アクリルウレタン塗装 2回
内面：アクリル系防錆塗装(クリア）1回 ＋ フッ素樹脂塗装（クリア）1回
外面：ビニルエステル樹脂塗装（グレー）1回 ＋ ポリウレタン樹脂塗装1回（標準色又は、指定色）
内面：アクリル系防錆塗装（クリア）1回 ＋ フッ素樹脂塗装（クリア）1回
メーカー標準
アクリルウレタン塗装 2回
ビニルエステル樹脂塗装（グレー）1回 ＋ ポリウレタン樹脂塗装1回（標準色又は、指定色）
メーカー標準
メーカー標準
アクリル系防錆塗装(クリア）1回 ＋ フッ素樹脂塗装（クリア）1回
メーカー標準
アクリル系防錆塗装（クリア)2回 ＋ フッ素樹脂塗装(クリア)1回
メーカー標準（オプションで塗装も可能）
メーカー標準
メーカー耐塩害ビス又は、同一形状のＳＵＳビス（メーカー対応できない場合）
パネル取付けねじのみSUS304

●

●

●

○

●

●

○

●

●

○

●

●

○

●

●

●

●

(注1）下記種類の室内ユニットはパネル塗装色はクリアとなります。
　　  該当室内ユニット：天井カセット形、天井ビルトイン形、天井埋込形、天吊形
(注2）厨房用エアコン、ユニットクーラーのアルミまたはSUS製の外装は塗装無しとなります。
(注3）指定色の場合：外面のみポリウレタン樹脂塗装 1回 追加となります。
(注4)モーターフレーム部が樹脂製の物は塗装無しとなります。

※仕様は品質改良の為、予告なしに変更することがあります。
※表中の「〇」はメーカー標準、「●」は当社処理
※詳しい仕様は塗装仕様書をご参照ください。

■室内ユニット
部品名 標準 防食 耐超塩 表面処理
ベース

パネル（正面、側面）
(注２)

パネル（背面、天面）
(注２)

熱交換器

ヘッター・Ｕベンド
ロー付け部、分配器
配管ロー付け部

モーター（注4）

プリント基板
ドレンパン
補強材他

ネジ、ボルト

制御ボックス

メーカー標準    
ビニルエステル樹脂塗装（グレー）1回（注３）又は、変性エポキシ樹脂塗装（クリア）1回（注１）

メーカー標準
変性エポキシ樹脂塗装（クリア）1回（注１）

メーカー標準
カチオン電着塗装
メーカー標準
カチオン電着塗装
変性エポキシ樹脂塗装（クリア）1回
メーカー標準
アクリル系防錆塗装（クリア）2回
メーカー標準（オプションで塗装も可能）
メーカー標準
変性エポキシ樹脂塗装（クリア）1回
メーカー標準
アクリル系防錆塗装（クリア）1回 ＋ 変性エポキシ樹脂塗装（クリア）1回
メーカー標準
パネル取付けネジのみＳＵＳ３０４

○

○

●

●

○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

○

●

●

●
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基板塗装（オプション）

オプション:基板塗装（室外機）

基板塗装仕様書

基板防食塗装とは ・・・ 湿気、結露等によるショート・絶縁不良・発錆防止および腐食雰囲気等による腐食防止対策
パテ埋め処理とは ・・・ 基板防食塗装の仕様を超える使用環境下が予測される場合の更なる腐食防止対策
※仕様は品質改良のため、予告なしに変更することがあります。
※表中の「○」はメーカー標準、「●」は当社処理を示します。
※詳細につきましては、基板塗装仕様書をご覧ください。

部品名 素材 標準 基板防食塗装
基板防食塗装

＋
パテ埋め処理

表面処理

プリント基板 ガラエポ板等

メーカー標準

下塗り ： ポリウレタン樹脂塗装クリア（電気絶縁ワニス）

上塗り ： 変性エポキシ樹脂塗装クリア

DIPSW、コネクタ部等の絶縁パテ埋め●

●

オプション:基板塗装+パテ埋め（室内機）
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防食塗装とは

防食塗装について

弊社防食塗装は、標準仕様の熱交換器、室内ユニット、室外ユニットに延命処置（※1）とし
て防食塗装を施しております。塗装方法は極力、外せる部分（外板パネルやモーター等）を
外しますが、細部まで外し塗装できるものではございません。塗料に関しても、耐薬品性に
優れていますが、経年により腐食成分が塗膜内部へ浸入していきますので、長期にわたって
防食性能を保証するものではなく、必ずしも万全ではないことを予めご了承願います。
なお、使用環境や使用頻度により塗膜異常（亀裂、剥離、発錆、腐食、変色）が発生すること
がありますが、こちらの事象については、弊社塗装上の不良とは一切関係ございません。

※1　延命処置・・・腐食性物質による『熱交換器及び冷媒配管からのガス漏れ』や『機器の腐食及
び発錆』を一時的に遅らせる（延命）効果を目的とするものです。

防食塗装の保証について

■保証期間及び保証内容
保証期間は製品納入後1年間と致します。正常な使用状態において『熱交換器及び冷媒配管のガス漏れ』や『外板パネルの腐食及び
発錆』が発生した場合には、無償で修理・再塗装致します。

■保証内容
1. 熱交換器、室内ユニット、室外ユニットの再塗装、修理作業。

■保証範囲
保証範囲につきましては、防食塗装を施した箇所のみ対象となります。
下記事項に該当する項目は、補償対象外とさせていただきます。
1. 室内ユニット、室外ユニット等の機器本体・運送・撤去・設置等の費用
2. 熱交換器、室内ユニット、室外ユニットの構造上、塗料が入らない箇所からの腐食
3. 当社サービスマン以外による不当な修理や改造による損傷
4. 火災、水害、地震およびその他天災地変などによる損傷
5. その他当社の責任とみなされない損傷
6. 室内ユニット、室外ユニットの故障により生じた直接、間接の損害

※防食塗装の防食性能を超えたことによる不具合と判断できた場合には、次回以降の塗装についてお受けできない場合がございます。

留意事項

防食塗装を施した製品を使用した場合でも腐食・発錆に対して万全ではなく、ユニットの設置やメンテナンスに
対し、次の事項に留意願います。
１． 硫黄系ガス、酸及びアルカリ雰囲気に過度に直接さらされる場所へ設置しないでください。
２． 生産・製造工場内への設置の場合は雰囲気ガスの種類に十分留意してください。
３． 室外ユニットベース内への水の滞留は、著しく腐食作用を促進させるため、ベース内の水抜け性を損なわない様に水平に据え付け願います。
４． 据え付け時、メンテンナンス時に付いた傷は、即補修をしてください。
５． 機器の状態を定期的に点検してください。（必要に応じて再防錆処理や、部品交換を実施してください。）
６． 耐超塩害仕様は室外ユニット外装パネルに付着した塩分、濃縮液等の雨水による洗浄効果を損なわない様に、日除け等は取付けないでください。
７． 特に海岸地帯・化学工場・温泉地への据え付け品については、付着した塩分、濃縮液等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。

(高圧洗浄機は使用しないでください。塗膜が剥離する場合があります。）
８． 基礎部分の排水性を確保してください。
９． 海水飛沫及び潮風に直接さらされることは極力回避するような場所へ設置してください。
　 やむを得ず屋上、海岸面に設置する場合でも防風板を設けて直接潮風、暴風雨が当たることを避けてください。

一部記載を省略していますので詳細につきましては防食塗装の定義、塗装仕様書をご覧ください。

設置例
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耐超塩害塗装品、(重)防食塗装品の依頼方法

施主

設備業者
工事業者

設計事務者 設備工事店

機器販売店
日本電化工機（株）
各営業部
（所在下記）

名古屋営業所
〒452-0813
愛知県名古屋市西区赤城町117 

TEL
FAX

TEL
FAX

052-503-3361 
052-502-7933 

名古屋営業所
大 阪 出 張 所

〒564-0052
大阪府吹田市広芝町8-12 第三マイダビル403号

TEL
FAX

06-6310-6566 
06-6310-6567 

岩 手 営 業 所 〒023-1101
岩手県奥州市江刺岩谷堂字五位塚430

TEL
FAX

0197-31-2727 
0197-36-8188 

岩 手 工 場 〒023-1101
岩手県奥州市江刺岩谷堂字五位塚430

TEL
FAX

0197-31-2777 
0197-36-8189

茨城第一工場 〒306-0127
茨城県古河市下片田1020-1

TEL
FAX

0280-77-2110
0280-77-2116

小 山 工 場 〒329-0203
栃木県小山市西黒田167

TEL
FAX

0285-37-8836
0285-37-8838

M A C 冷 熱 品
改造センター

〒340-0835
埼玉県八潮市大字浮塚585

TEL
FAX

048-998-2100
048-998-4000

九 州 地 区
代 理 店

〒812-0016
福岡県福岡市博多区博多駅南3-10-23　第5西田ビル
(有)ハイテック・エンジニアリング 

TEL 092-441-4511

03-5760-7011 
03-5760-7511 本 社  営 業 部 〒158-0091

東京都世田谷区中町2-3-4 

TEL
FAX

0280-76-1355
0280-76-6770 茨 城 営 業 所  〒306-0101

茨城県古河市尾崎3107-5 


